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Abstract
We are developing a Tsunami Digital Library (TDL) from 2003. In TDL, we provided digital books, 
newspaper contents, videos, CG simulations of Tsunami disaster etc. by using PC web browser. Since 
TDL has been running 15 years, we have three problems in operation. The first is aging of a TDL 
system. The second is that query of newspaper articles are not enough for users. The third is 
corresponding to access from foreign countries. In this paper, we focus on the second and the third 
problems. We reconsidered key words for Tsunami disaster, and improve database query system in 
TDL. Also by use of Google Website Translator, we correspond to access from foreign countries. 

Key Words： Tsunami Digital Library, Newspaper Articles, Website Translator - Google Translate.
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１．はじめに

　我々は津波に関する文献、新聞記事、津波遡上シ
ミュレーション動画、フィールドワークデータ、津
波災害ビデオなどを総合的に管理し、インターネッ
トを通じて広く公開する津波ディジタルライブラリ

（Tsunami Digital Library: TDL）を開発し、その
活用についても提案を行っている [1][2][3]。2003年か
ら現在までつづくプロジェクトであり、常にデータ
の追加が行われ、継続的に運営されている。筆者ら
は2011年の東日本大震災後も、津波災害記録だけで
なく、復興計画の策定の際に、過去の情報に遡るこ
とのできる資料のディジタル化を行い、ライブラリ
ィの継続的稼働に努めてきた。近年では、2016年熊
本地震、2018年北海道胆振東部地震および台風によ
る沿岸地域の高潮被害など、自然災害が相次いで発
生しており、TDLは膨大な過去の記録を参照でき

る存在として重要な役割を今後も期待されると思わ
れる。
　TDLが長期にわたって継続的に稼働するうえで、
現在問題となってきたことが３点ある。１点目は
TDLを稼働するWebサーバの老朽化などシステム
の問題、２点目は資料の検索方法、３点目は海外か
らのアクセス対応である。このうち、１点目のWeb
サーバの老朽化については、東北大学災害科学国際
研究所のアーカイブプロジェクト「みちのく震録
伝」[4] の協力を得て、プロジェクトのサーバシステ
ムおよびネットワークリソースを利用してTDLの
稼働を続けることが可能となった。2018年度に
TDLシステムの移行作業が完了し、今後も継続し
てTDLを稼働する環境を整えることができた。２
点目の資料の検索方法については、特に、明治から
昭和時代にかけての津波災害に関する新聞記事の検
索方法に対して、記事のディジタル化の際に付与し
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いては、まず文献リストのWebページにGoogle翻
訳ツール[5] を利用し、文献のタイトルを英訳して表
示できるよう改修を行った。
　以降、本稿では２章で新聞記事の検索システムの
改修について、３章では、TDLのサイトでの
Google翻訳ツールの利用について報告する。

たキーワードや津波災害名のばらつきにより、検索
要求に十分な結果が得られていない点である。改め
て、津波災害名を整理し、新聞記事のキーワード付
けを見直し、津波災害ごと、新聞社ごとに整理して、
日付、紙面のページ番号で整理してアクセスできる
ようにした。３点目の海外からのアクセスに対応つ

２．新聞記事検索システムの改修

2．1　地震津波災害名の整理
　図１は改修後の津波ディジタルライブラリィの検
索トップページである。このページの左のカラム

「文献一覧」から各種津波災害に関する文献にアク
セスすることが可能である。製本された本の形式で
発行された文献および、地震津波被害に関する新聞
記事を文献の種類に応じて「論文」、「報告書」、「雑
文」、「新聞記事」としておおまかな種類に分け、そ
れぞれの文献リストにアクセスすることが可能であ
る。論文、報告書、雑文のリンクからはそれぞれの
カテゴリの文献のタイトル一覧を閲覧することが可

能で、文献のタイトルリンクから目的の資料のテキ
ストデータおよび図表画像にたどることができる。
一方、新聞記事のリンクからは、津波災害ごとに記
事を整理し、それぞれの津波災害の新聞記事をたど
れるようになっている。すべての文献と新聞記事に
地震津波災害名がキーワードとして付与されている
が、その名称については、文献や新聞記事で多く使
用されている名称を採用しており、文献の数や新聞
記事が多くなるにつれて、付与された名称のばらつ
きが目立つようになってきた。ディジタル化された
際の津波名で分類されているため、例えばチリ地震
津波に対する新聞記事は「チリ地震」「チリ地震津
波」「チリ地震地震（キーワード付与時のミス）」と

図１　改修後のTDLトップページ
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●　新聞記事本文
　•　num：面番号
　•　article：記事
　　　•　title：記事タイトル
　　　•　text：記事テキスト

　TDLには、新聞１面を最小単位として1691件の新
聞記事テキストデータを掲載している。図２に1896
年明治三陸沖地震についての、東奥日報の1896（明
治29）年６月17日３面の記事の画像（地震津波に関
する記事部分を切り抜いた画像）を示す。また、図
３に図２の画像から記事をテキスト入力し、XML
タグを付与したXMLデータを示す。TDLのデータ
ベースにはこのXMLテキストデータを格納する。

図２　地震津波災害に関する新聞記事
（記事部分のみを切り出した画像）

図３　XMLタグ付けされた新聞記事

いう異なる表現が存在していた。そこで、津波災害
の名称を改めて検討し、新聞記事の整理を行った。
　TDLの中での統一した津波災害の名称について
は以下のようにした。
　●　1896年明治三陸沖地震
　●　1933年昭和三陸沖地震
　●　1944年東南海地震
　●　1946年南海地震
　●　1960年チリ地震津波
　津波名の名づけルールについては、発生西暦年＋
地震名とし、地震名は理科年表 [6] の名称を参考に
した。ただし、1896年（明治29年）および1933年

（昭和８年）と２回発生している「三陸沖地震」に
対しては、理科年表では「明治」「昭和」という文言
は名称にはついていないものの、「明治三陸沖地震」

「昭和三陸沖地震」などと様々な文献やメディアで
使用されていることからそれぞれ明治、昭和の単語
を付与した。このようにルール付けすることで、上
記以外の津波災害も統一した表現で整理することが
可能となる。

2．2　新聞記事のテキストデータ化
　TDLに掲載されている新聞記事のリンクからは、
津波被害ごとに、全国紙と災害が起きた地域の地方
紙の複数の新聞社の記事を閲覧することができる。
新聞記事は津波災害が発生した日から約１か月間の
津波災害に関する記事をテキストデータ化している。
新聞記事は、新聞の１面をディジタル化の最小単位
とし、その面に掲載されている地震津波災害関係記
事のみテキストデータ化し、記事タイトル、本文、
新聞社名、日付、面番号などの情報のXMLタグを
付与している。以下は、新聞記事に付与している
XMLタグの例である。
●　メタデータ（新聞記事そのものの情報）
　•　title：文献（新聞）名
　•　creator：発行新聞社名
　•　subject：文献のキーワード（津波災害名、

新聞の日付の元号表記・西暦表記）
　•　publisher：発行者
　•　date：新聞の発行年月日
　•　type：文献のジャンル（Newspaper）
　•　format：text
　•　identifier：文献ID（西暦日付８桁の数字＋

２桁の面番号）
　•　language：言語
　•　rights：文献に適用される権利に関する情報
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重要な文献の英訳を掲載している。しかし、英訳の
手間が負担となり、コンテンツの公開は一部にとど
まっている。このように、海外からのアクセスに対
しては十分な対応ができていないことが課題となっ
ている。近年、インドネシア・スマトラ島の地震津
波災害をはじめ、日本だけでなく海外でも津波が発
生し、その後の復興や災害対策において、過去の記
録や論文を保持するTDLは役に立つと思われる。

2．3　新聞記事検索結果一覧表示の作成
　新聞記事のデータベース検索については、トップ
ページに設置したGoogle検索を利用したフリー
ワードによる検索の他、<subject>タグに記述され
ている津波災害名による検索を準備した。問題とな
っていた津波名のばらつきは、システムであらかじ
め対応表を作成し、検索の際に読み替えることで津
波災害ごとの検索を実装した。新聞記事は以下の順
にソートされるようにした。

●　北海道新聞社
●　東奥日報社
●　奥羽日日新聞社
●　岩手公報社
●　岩手日報社
●　河北新報社
●　東京朝日新聞社
●　毎日新聞社
●　横浜毎日新聞社
●　中日新聞社
●　伊勢新聞社
●　徳島新聞社
●　紀州民報社

　上記の新聞社の順に記事を並べ替えて、さらに同
じ新聞社の中で、<identifier>タグに記載している
文献ID（西暦日付８桁の数字＋２桁の面番号）に
おいて並べ替えて、一覧表示する。図４に「1896年
明治三陸沖地震」をキーワードに検索し、前述の新
聞社の順、<identifier>タグに記載している文献ID
の順にソートした結果一覧を示す。図５は図４の一
覧から選択した新聞記事の表示例である。図３の
XMLテキストデータをデータベースから検索し、
加工して表示している。元のキーワードは「明治三
陸地震津波」となっているが、統一したキーワード

「1896年明治三陸沖地震」で検索されることが確認
できる。

３．海外からのTDLへのアクセス対応

3．1　TDLへの海外からのアクセス対応の現状
　TDLに掲載されている文献には英語で記述され
た文献もあるものの、トップページをはじめ多くの
Webページが日本語のページとなっている。また、
図６に示すように、英語で記述されたWebページ[7] 

を公開し、動画の解説文の英訳や、津波防災として

図４　TDLにおける新聞記事の閲覧ページ

図５　新聞記事ページ
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を実行するツールボタンを主なWebページに設置
した。図１に示した改修後のWebページの左上に
設置されているツールボタンが翻訳を実行するボタ
ンであり、現時点ではTDLのウェブサイトで日本
語／英語を切り替えることができる。図７に言語の
切り替えの様子を示す。翻訳ツールボタンを設置す
るには、Googleのウェブサイト翻訳ツールのペー
ジにおいて、Googleアカウントを使用して、翻訳す
るウェブサイトのURL、ウェブサイトの元の言語
を設定し、プラグインの設定、翻訳する言語の選択
などを行い、最終的にコードが自動生成される。発
行されたコードを、Webページのツールボタン設
置場所に挿入することで、翻訳ボタンの設置が完了
する。図８にTDL用の翻訳ツールボタン設置用の
コードを示す。TDLでは、トップページ、および
トップページにリンクが掲載されている「論文」、

「報告書」、「雑文」、「全文献（論文・報告書・雑文）」
の各文献リストのページに設置し、英訳されたペー
ジを表示できるように実装した。図９にトップペー
ジのGoogleウェブサイト翻訳による英語訳ページ
を示す。

図７　Google翻訳ボタンから「英語」を選択

　現状のTDLに設置しているGoogle アナリティク
ス[8] を用いたアクセスログの分析においては、90%
以上のアクセスユーザが日本語を使用するユーザで
あり、海外（英語圏他）のユーザは５%程度にとど
まっている。

図６　TDLの英語サイト

3．2　Googleウェブサイト翻訳サービスの利用
　本研究では、海外からのアクセスユーザに対する
対応として、まずは、Googleウェブサイト翻訳 [4] 

図 ８　Googleウェブサイト翻訳ツールによるHTMLコード
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４．まとめ

　本研究では、長期にわたり稼働していることで、
津波ディジタルライブラリィの課題となっていた新
聞検索の改良および、海外からのアクセスに対応す
るためのWebサイトの翻訳ツールの設置について
報告した。今後は、引き続き、文献や新聞記事の検
索機能の強化を検討し、また、翻訳ツールの設置に
より海外からのアクセスの動向がどう変化するか注
目したい。
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図９　Google翻訳によるトップページの英訳


